
人生最終段階への寄り添い
～「人生の伴走者」としてその人らしいケア、その人らしいお看取りの提供～
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ロベリアでは、医師・看護師・理学

療法士・作業療法士・言語聴覚士・

介護士・管理栄養士・薬剤師が常在

しており、多職種連携による利用者

様お一人、お一人の状態や目標に合

わせたケアサービスを提供していま

す。できるだけ住み慣れた自宅・地

域での生活を継続して頂くため、在

宅復帰への支援に力を入れています。

在宅にお帰りになられても、通所

サービスの利用や３～４日のショー

トステイ、１～3ヶ月のミドルステイ

なども組み合わせて在宅生活を支援

します。また、認知症の進行や介護

依存度が高くなり在宅での生活が困

難になったケースについては、入所

をしていただき専門性の高いケアを

提供します。ご希望があれば積極的

延命を望まれない自然な看取り対応

（緩和ケア）も行っており、人生最

終段階に寄り添ったケアを提供しな

がら、年間30～40名の方をお看取り

しています。

高齢化に伴い、医療機関だけではな

くロベリアのような介護施設でも

「人生最終段階」を迎えるケースが

多くなっています。ご本人が自宅で

の最期の時を迎えることを望んでい

たとしても、終末期ケアにおいては、

医療的なケアが必要なケースも多く、

医師や看護師がいない家庭では、そ

れが難しいという状況になっていま

す。

このような社会的背景の中、ロベ

リアでは平成18年から「人生最終段

階のケア」に取り組んできました。

ロベリアの「人生最終段階のケア」

は、緩和（看取り）ケアといい、

「痛み・苦しみを最小限に抑えるこ

と」「安心・安楽な生活を最期まで

支援すること」を基本としています。

高齢者の多くは複数の疾患を持って

おり、様々な合併症もあります。そ

のような中、疾患については積極的

延命を主眼に置くのではなく、出て

くる症状に対して対処する対症療法

とし、進みゆく老衰には逆らうこと

なくお口から食べることを最期まで

支援していきます。ご家庭のような

あたたかい環境作りを目指しており、

お部屋の壁紙を病院のような白いも

のではなく、カラフルな壁紙に変え

てウォールシールなどで装飾してい

ます。

このようなお部屋が４室あり、ご家

族も簡易ベッドを利用し宿泊できる

ようになっています。（４部屋は個

室料金なしでご利用頂いておりま

す。）

緩和ケアは、ケアチームにて「ご本

人にとっての最善」をご家族と相談

しながら進めており、人生最終段階

の意思決定においてもきめ細やかな

ご相談や支援を行っております。

下表は、ロベリアで往復型（リピー

ト）利用をされた方の利用図です。

平成23年通所リハビリテーションか

ら利用を開始されました。通所リハ

ビリを利用しながら、ご本人の体調

不良後のリハビリやご家族の介護休

養などで時折ショート利用を加え、

平成28年からはミドルステイの利用

も開始。長期的なご家族休養と集中

リハビリを実施しました。利用開始

から6年、最期はロベリアでというご

家族の希望があり入所されロベリア

で看取らせて頂きました。利用開始

から６年半という長いお付き合いの

中、その方の「人生に寄り添う看取

り」が出来るのは、老健ならではの

支援であると思います。


